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12 月 25 日に開始され平成




















るので比較的容易でありました。大学卒業後 論文は基本的 は事実を論理的に展開する作業であるので特に困難 ことはあり せんでした。
　
私の師匠の西田尚紀先生は旧制四高文科卒業であり、文章の達人でした。私の文を評し





























群の中では、個体相互の違いはほとんど無きに等しいものであろう。人間は違う、と声高に言いたいが、もし地球上 人類の行動を一万年ほど宇宙から観察したら、その知的生命体は、人間同士の個性の違いもまたムクドリやイワシのそれと大差ないと見るかもしれない。しかしそれでも、人間 個体差が地上において比類なきものであるのは疑いない。人類が一つの種として存在するにはそれに属する個体群を貫く普遍が存在しなければならない。個体差としての個性は、普遍 圧力に逆らう力であり、それを偶然が創り出す。　
この随筆集の中で人は、一人の典型的な「知識人・大学人の人生」という人間の普遍的





















。しかし、 私が最も心打たれたのは、 「愛犬セラ」 の話である。その内容は紹介すまい。





















































































































































































































































































記憶の中では少年朝日年鑑である。 “世界の秘境” の項に 「チベット・ポタラ宮殿」 が載っ


















































































































































































































































































































































































現在は所在を示す石碑が建ってい のみであるが、昨年、金沢城 黒門の近くに居宅の一部が移築・復元された。二十一世紀に求められる科学者像として高峰博士を再評価してほしいとの願いから、風薫る週末の午後この居宅を訪れ、勉学に励む幕末 譲吉少年に思いを馳せた。
　　　　　　　　　　　　　　　　
















































のまま残し、 「里山」として整備 上、 管理している。大学の調査によると、 角間 「里山」にはカモシカ キツネ、タヌキ、アナグマ テン、ウサギ イタチ、モグラ、野生ネズミ、
41












てり、大学と地域のインターフェイスとしての役割が大いに期待されている。五月初旬の晴れた日 角間キャンパスへの総合移転が終了した頃 賑わ を想 がら「里山」を散策した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　





























































された。高峰博士の「孫」ともいえるこの桜を愛で、 の偉業を肌で感じ 国際的な医学者がこのキャンパス 育つこ を期待したい。












していたが、成績が芳しくなかった。そこで、ある年、試験を二日間に分けて行ったところ、その効果は抜群で成績は素晴らしく向上した。しかし この効果は数年もた ぬうちになくなった。教育効果を上げるには幾許かの環境の変化を作り出すことがよいことはよくわかったが、これは必ずしも容易では 。
実習も先代教授にならい、十回程度の実習レポートを一回一回自宅に持ち帰って採点
し、必要に応じてユニークな観察の眼をたたえるコメントを加えた。多くの学生は のコメントには敏感 反応 実習の回数が進むにつれて、レポートの質は格段 進化した。教科書的で特色がないレポートは一重丸 自己の観察力が表現されているレポートは二重丸あるいは三重丸をつけて評価し その評価と試験成績の関連を解析 ところ、全期間を通じ、両者には非常 有意な相関が認められた。
パスツールの名言、 「幸運の女神は、準備された人の心にのみ訪れる」の前には、 「観察











会の存在と「聖フラン の死」の神秘に魅了されてしまった。 『流沙』 主人公 、傷心の旅の途中で「聖フランチェスコの死」の前 立ち、 「
（この絵は）
辛うじて臨終の場














し事業は着実に進行している。運命的 事業 壁画修復であるが、いつの日か、かつての姿を彷彿させる再生なった「聖十字架物語 心ゆくまで楽しみたいものである。数ある教会の中から、思い入れの深いサンタ・クローチェ教会が修復対象に選ばれた偶然に敬虔な祈りを捧げたい。
　　　　　　　　



















莢がつかないと聞いていたので、てっきりそうだと思い、葉を少し切 取った。ところが依然として莢がつかな ので、思いあま て農協に再度電話してみた。する 、 「花が咲くと、そこからマッチの棒み いな莢が出てくるはずなんですけど…。葉誇りでもせいぜい先の伸びている所を摘む程度に…」とのアドバイス。そこで、早速先 摘んだが、依然として莢はほとんど いてこない。 「おかしいナァ
?!」 。ちょっと焦りを感じてきた。
ところが不思議なことに、十月に入り、コスモスが咲き乱れる頃 なると、急に莢がつ
き始めた。 「受粉は暑いと起こらな 」ことを 季節の移り変わりが教えてくれた
十一月初旬には、一応お餅の「あん」を作れる量は獲れることができた。わずか四カ月
ばかりの小豆栽培であったが、得ると ろがあった。文字通り「自然法爾」である。生き物は、すべからく時の流れに身を任せ の ベストな かもしれないと大納言様は教えてくれた。









いた。どうせ先に死んでしまう。その時、悲しい思いをしたくなかったからだ。しかし、妻と娘の猛烈な要望により飼うことが決まり、私は若干複雑な思いでその新しい家族を迎えた。そして、家族全員 る溺愛の結果、我儘で気の強 、高飛車 犬に成長 た 家のどこにいるかわからない時、 「おーい、セラー！」と呼んでも出てこ いが、 「チーズ食べるかなー！」と叫ぶと、しっぽを振って走り出てくる。面倒くさそうにお手をしたり、かわいげのない性格だ。
しかし、私が夜分遅く帰宅して、皆が寝静まっている中でもセラだけは大喜びで出迎え




イボだと思ったが、獣医に行った。すると、メラノーマの可能性が非常に高く早急 手術が必要と告げられ 。メラノーマだった場合、転移すると余命半年 セラの腫瘍部位からすると転移の確率が
70％とのことであった。
突然の事態に、わが家は動転し、嘆いた。セラのいない生活など考えられないのだ。と



























































































































































裾分けしたほどである。久々についた実の色は、いわゆるブドウ色までには至らず黄緑がかっている程度だったが、香りがあり、とっても美味しいと、差し上 方からお褒めの言葉をいただいた。十年以上もま たく実がつかなかった原因は 棚の狭さにあると考え、棚を少々拡充したばかりだったものの、突然、実がついたことには非常に驚か れた。　
俄然、ブドウ栽培に興味を持った私は、より多くの収穫を目指し、ブドウの木の剪定を

















生アンケート」でも「金沢大学が金沢城跡にあった証 ないのはさみしい、何とかすべきだ」という声が多く寄せられ、こ 私の背を押して、 「金沢大学誕生の地」石碑建立を決意させた。
73
調べを進めていくと「金沢大学があった証」が残せなかった理由の一つに、金沢城跡
が「金沢城址公園」とならず「金沢城公園」となった経緯が関係していることが分かった。つまり、観光資源として金沢城を復元するため城址の歴史は城内に残さない、というコンセプトがあったのである。そこで、二〇一二年に創基百五十年を迎える金沢大学の記念事業の中で、一九四九年の新制金沢大学誕生の地を証する記念碑を金沢城公園石川門付近に設置する、と位置付け、石川県との折衝に臨むことにした。国立大学の法人化と創基百五十年を機に活動が盛んになってきた同窓会からの支援 「卒業生の声」 大きな力になり、最終的には「金沢城跡に一定 期間存在した唯一 現存する組織であること 考慮した上で」石碑の設置は許可された。
二〇一〇年十一月六日に披露した白御影石の碑文は、一九四九年から一九九五年までの








ンツィ市長がフィレンツェ市民を代表して、この壁画修復プロジ クトの完成を祝し、イタリア側から日本の関係者諸氏に感謝の意を表した。市長は、次のように語った。「フィレンツェがルネサ スから五世紀を経て、今なお美しく輝いているのは、大きな災害に見舞われなかったからではない。実際には洪水や戦災など多 の災害に見舞われながらも、時の流れに逆ら て必死 生き延びてきた。世界 皆さんがこの町を愛し、共通財産として、保存や維持のために温かい援助の手をさしのべてくれなければ こ 美し
75




























置付け、 「先魁」としての人材養成、弱者・少数者を含めたすべての命が豊かに「共存」できる世界の構築、未来における先端的な研究 医療の「創造」の三つのキーコンセプトの下、金沢大学 アイデンティティを具体 姿として確立するべく記念事業 展開された。二〇一〇年に 金沢城内における「金沢大学誕生の地」石碑建立、翌二〇一一年に彦三種痘所跡地での「金沢大学発祥の地」石碑建立、 「アジア五大学学長フォーラム
in金沢」


























































































    　
































as started in l939, w
hen O
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クポイントだけを押さえました。三学期は又教科書だけで最後のしめくくりをしました。私は点の取れる科目で、確実に点を取る事にしました。又自分のいわゆる得意科目には、あまり時間を費や ませんでした。何にしても一学期は教科書 基礎をつけ、夏休み応用力をつけ、二学期にはウイークポイントを押さえ、三学期には教科書で る。私はこの様にしました。さらにこまかい事につ ては書き尽くせませんので省略させ 頂きます。
（筆者は昭和三十七年三月卒）


































記録には 「卒業試験一斉欠席した」旨の はない また、恐らく、卒業試験について議論していたと推定される医学部補導委員会記録および全学補導委員会記録は保存されていなく、議論の有無は不明である。卒業証書の授与 関しは、昭和四十三年六月十日付けで医学部長から学長に「 証書





















































































































































































































































































































































urrent Status of lnfec-
tious D


















下痢で死に至り、四十万人近くが新生児破傷風で亡くなっている。この様な現状に危機感を持ち、一九九一年の夏、全国の若手微 物学教授 有志が京都に集まり 医学部での微生物学教育のあり方などについて討論し 。このことが契機となり医学生に微生物 に対する関心を高めることを目的としたセミナーが企画された。私も世話人の一人として参画し、一九九二年夏 第一回乗鞍 学生セミナー
（あずみ荘、八月二十日～八月二十三日）
が
























































































































。 平成七年十月一日に金沢大学医学部に新しい学科、 保健学科が設置された。 従っ
て、金沢大学医学部と言う時は、医学科と保健学科を指すこととなる。クラブとしての活動は各学科の特有性があり、従来どおり医学科・保健学科の単位で行われるのであろうが、これを機に診療班の構成員を検討することも必要かもしれない。
本年度の白山診療班活動四十八日中二十日間は医師不在であった。これは非常に重要な























登山ということになった。生化学第二講座山本博教授、六年の龍君、五年の森さんと医学部玄関前で待ち合わせ、七時三十分に出発。永井旅館にて杖を買い求め 十時 中飯場に到着した。入念に準備を整え、十時 五分、父を先頭にゆっくりゆっくり登り始めた。十～十五分毎に休みながら十一時三十分甚之助避難小屋に着いた。途中下山中の山口正人先生
（平成四年卒）
、五年の田沢さんに覗で出会う。昼食を取り十二時五分に出発、砂防新




































































わり豪華なメンバーとなり、皆さんに診療はお任せすることとした。このような時に患者さんは少ないもので、のんび と過ごすことが出来た。夕食後、一同、竹越先生に最近の米国医学・医療事情について話を聞いていたが、そのうち先生は手術の糸結びの実習をし始めた。私には手品のよう 見えとても真似ができなかったが、池田先生は今まで知らかった結び方ということで習得するまで繰り返し何度も練習をしていた。 「若い外科医としては当たり前のことである」と言っ い が、感心 た。
翌朝、遠来の客を歓迎してか奇跡的に晴れ。四時起床 頂上に向かった。五時九分、見











































































ことであったが、探しても見当たらず、呼んでも答えなく、診療所で何かあったか、あるいは間違えて別当出合まで下りてしまったか、気にしながら九時四十分に中飯場を出発した。例年のごとく、二十分歩き五分休憩のペースで登り、十時五十五分に甚之助避難小屋に到着した。下山する白山比咩神社の建部さんと出会い、診療所や藤田さん ついて尋ねる。診療所に 異常なく、藤田さんは朝食 後に迎えに下りたとのことで一安心し、待つ場所を間違えたとの結論を得た。藤田さんに出会ったら、先に っている の伝言をお願
149




































































































































全の診療体制が揃うも、 患者さんもなく、 穏やかな夕方を過ごし、 二十時 は眠りについた。
二十一日、朝三時五十分、神社の太鼓の音で目覚め、御来光を期待し頂上へ向かった。












































































































































































































毒菌で、 これ でにも「イズシ食中毒」 、 「辛子レンコン食中毒」などで多数の死者を出しています。ボツリヌス菌が産生する神経毒素はＡ型からＧ型 の七型に分けられており、産生する毒素の型によっ 、Ａ型ボツリヌス菌、Ｂ型ボツリヌス菌などと呼んでいます。このうち、ヒ卜に食中毒を起こすのはＡ、Ｂ、Ｅ Ｆ で、
































































































































































































































































験し合格しました。中学３年生を対象に毎月行われる模擬テストで 成績では、いつも上位に入っていましたの 、進学校 したが落ちる心配はしていなかったようです。　
二水高校での経験は、今でも大切に思っ

























































































































































教授を経て 98（平成 10）年に医学部長、2002 年副学長
（研究・環境担当）を歴任。法人化した 04 年には理事（財
務担当）・副学長。05 年からは理事（病院担当）・副学
長を務め、08 年に学長就任（任期 6 年）。専門分野は医
学細菌学、クロストリジウム学。

